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は じ め に

小
しょう

学
がく

生
せい

のみなさんへ
　とりつたまとしょかんから、小

しょう

学
が く

生
せ い

のみなさんへ、50さ
つの本

ほ ん

をしょうかいします。
　ここには、たのしい本

ほ ん

、わくわくする本
ほ ん

など、たくさん
の本

ほ ん

があります。
　よんで大

だ い

すきになった本
ほ ん

は、みなさんの一
い っ

生
しょう

のともだち
になります。この中

な か

から、そのような１さつを、ぜひ見
み

つ
けてください。

先生方や子供の読書に関わる方へ　
　このたび都立多摩図書館では、幼年文学（小学校低学年くらい
の子供を対象にした物語）を紹介する冊子『ひとりでよめるよ』
を作りました。
　冊子には、小学校低学年の子供が１冊読んだという喜びを味 
わうことのできる物語を50冊、都立多摩図書館が選び掲載してい
ます。
　小学校に入ると子供たちは字を覚え、次第に一人で読むことが
できるようになります。本の楽しさを経験し、読書への苦手意識
を無くすことは、子供の今後の読書生活を豊かにするでしょう。
しかし、子供の状況は様々です。抵抗なく一人読みに移行できる
子供もいれば、一人で読むことに困難を感じる子供もいます。子
供が一人で読めるようになるには、大人の手助けが必要です。
　子供に読書の楽しさを伝えるために、この冊子をご活用くださ
い。
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『ひとりでよめるよ』の使い方
○  幼年文学を50冊紹介しています。１冊ごとに子供向けの本の紹介と大人

向けの案内を載せています。

○  50冊を５つのテーマ「たべもの」「ともだち」「どうぶつ」「かぞく」 
「ぼうけん」に分けて紹介しています。

図書館からのコメント

あらすじ

　子供たちも大好きなアイスクリームに
まつわる楽しい物語。頼もしく利口な娘
が、父親を助けて活躍する。字が大き
く、起承転結がはっきりしていて読みや
すい。

　まだアイスクリームが無かった頃。あ
る国にとても気難しい王様がいた。夏の
暑い日、王様のおやつのクリームは水で
冷やしてもちっとも冷たくならない。こ
のままでは、王様からクビにされてしま
うと心配するコック長に、一番上の娘
は、山の氷でクリームを冷やそうと提案
する。

　王
おう

さまの３じのおやつはクリームで
す。日

にち

よう日
び

はストロベリー、月
げつ

よう
日
び

はラズベリー。まい日
にち

あじがきまっ
ています。

王
お う

さまのアイスクリーム
フランセス・ステリット ぶん　
光吉夏弥 やく　土方重巳 え　
大日本図書 978-4-477-02078-5

たべもの ・ テーマを示すマーク

・ 書誌事項は図書の情報源の記述のとおりと
しています。

・難易度のおおよその目安

・上部の紹介文は子供向けです。
　 下部の「あらすじ」と「図書館からのコメ

ント」は、大人向けの案内です。
　 ページをコピーして切り取り、活用するこ

とができます。上部のみを子供に配布した
り、図書の展示に使用することもできます。

たべもの
ともだち
どうぶつ
かぞく
ぼうけん

  が多いほど 
難易度が上がります

 
 

○  掲載図書50冊は、平成27年11月現在入手
可能です。学校図書館での選書等の参考
にしてください。

○  50冊は、読み聞かせても十分楽しむこと
ができます。巻末にも図書を一覧で掲載
しています。この冊子を読み聞かせにも
ご活用ください。
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　おいもだけに色がついた挿絵が印象
的。短い文章で書かれ、最初の一人読み
にお薦め。舞台は幼稚園だが、子供の
想像力あふれるスケールの大きいストー
リーなので、小学生にも味わってもらい
たい。

　子供たちも大好きなアイスクリームに
まつわる楽しい物語。頼もしく利口な娘
が、父親を助けて活躍する。字が大き
く、起承転結がはっきりしていて読みや
すい。

　雨のため遠足に行けなくなったあおぞ
ら幼稚園の子供たちは、大きな紙をつな
げて、とてつもなく大きいおいもを描く。
子供たちはそのおいもを掘って、ヘリコ
プターで運んだり、恐竜にしたりする。
最後はおなかがすいたので、みんなでお
なかいっぱい食べてしまう。

　まだアイスクリームが無かった頃。あ
る国にとても気難しい王様がいた。夏の
暑い日、王様のおやつのクリームは水で
冷やしてもちっとも冷たくならない。こ
のままでは、王様からクビにされてしま
うと心配するコック長に、一番上の娘
は、山の氷でクリームを冷やそうと提案
する。

　あおぞらようちえんのみんなは、大
おお

きな大
おお

きなおいもをかきます。おいも
はふねになります。きょうりゅうにも
なります。

　王
おう

さまの３じのおやつはクリームで
す。日

にち

よう日
び

はストロベリー、月
げつ

よう
日
び

はラズベリー。まい日
にち

あじがきまっ
ています。

おおきなおおきなおいも
赤羽末吉 さく・え
福音館書店 978-4-8340-0360-4

王
お う

さまのアイスクリーム
フランセス・ステリット ぶん　
光吉夏弥 やく　土方重巳 え　
大日本図書 978-4-477-02078-5
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　子供たちに人気の消防士の物語。火事
を消すだけでなく、溺れた子供を助けた
り、倒れた木をどかしたりと、大忙しの
消防士たちの様子がコミカルに描かれ、
楽しく読むことができる。

　消防署のおやつの時間。みんなが「い
ただきます」と言いかけたそのとき、電
話が鳴る。全員消防車に飛び乗って、現
場に駆けつける。無事に火を消して消防
署に帰ってきて、一休みしようとしたそ
のとき、また電話が鳴る。男の子が池に
落ちた。消防士たちは、休む暇も無く、
緊急出動する。

　でんわがなりました。しょうぼうし
たちは、しょうぼうしゃにとびのり、
しゅつどうです。なかなかおやつをた
べることができません。

しょうぼうしょは
大
お お

いそがし
ハネス・ヒュットナー 作　
ゲルハルト・ラール 絵　たかはしふみこ 訳
徳間書店 978-4-19-862857-4

　アンドルーシクとエルミンカの様子や
行動がいかにも子供らしく微笑ましい。
素朴でのんびりとした物語が８編収録さ
れている。繰り返しのある昔話のような
物語は、読み聞かせてもよい。

　カチューシカおばさんは、土曜日に、
けしつぶクッキーを作る。ある土曜日、
おばさんは、クッキーの見張りをアンド
ルーシクに頼んで出かける。だが、アン
ドルーシクは、羽布団の上で飛び跳ねて
ばかりいる。すると、大きな緑色のガ 
チョウがやって来て、羽布団の羽を返 
せ、とがなりたてる。

　いえのそとで、へんななきごえがき
こえました。アンドルーシクが、とを
あけると、大

おお

きなみどりのがちょうが
おこっていました。

けしつぶクッキー
マージェリー・クラーク 作　
モウドとミスカ・ピーターシャム 絵　
渡辺茂男 訳　
童話館出版 978-4-88750-147-8
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はらぺこプンタ
武井博 作　奈良坂智子 絵　
講談社 978-4-06-197810-2

　ヒナたちを食べてしまおうとしていた
プンタが、「おとうさん。」と慕われるこ
とで、ヒナたちの世話をする喜びに目覚
めていく様子がよく描かれている。ヒナ
たちがプンタを思いやる様子にも心打た
れる。

　はらぺこイタチのプンタは、卵をかえ
して鶏肉を食べようと思い、あちこちか
ら卵を集めてくる。しかし、ダチョウ、
ペンギン、ワニなど予想外な動物も生ま
れてしまう。ヒナたちはプンタを「おと
うさん。」と呼び、食べ物をねだるので、
プンタは餌探しに奔走する。

　いたちのプンタがあつめたたまごか
ら生

う

まれたのは、なんと、ヒヨコ、ア
ヒル、ペンギン、ダチョウ、フクロウ、
ワニでした！

　わがままな王様が主人公の、ユーモア
あふれる物語。王様たちが引き起こす騒
動の物語が、「王さまのえほん」シリー
ズとして５冊刊行されている。シリーズ
を続けて読み、楽しむことができる。

　王様は、卵焼きが大好き。王子様が生
まれると、国中の人に卵焼きをごちそう
すると言う。大臣たちがそんなにたくさ
んの卵は無いと言うと、ゾウの卵を持っ
てくるようにと言う。大臣たちは感心 
し、家来たちはゾウの卵を探しに行くが
…。

　王
おう

さまは、くに中
じゅう

の人
ひと

に、たまごや
きをごちそうする、といいました。で
も、それにはぞうのたまごがひつよう
です。

ぞうのたまごのたまごやき
寺村輝夫 作　和歌山静子 絵　
理論社 978-4-652-04077-5
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　ユーモアいっぱいで楽しい物語。機械
は一切容赦しないため、ストーリーはと
んでもない展開となる。前半と後半の対
比、含みのある終わり方は読み慣れた子
供にお薦め。

　トミーは起き上がるのも、お風呂も着
替えも食事さえ電気仕掛けの機械にして
もらっていた。あるとき、停電が起こり
機械が止まる。７日後、機械は動き出し
たが、７日前のお湯はすっかり冷め、ま
ずは水風呂に落とされる。

　トミーはとびっきりのなまけもの。
ごはんをでんきしょくじきでたべま
す。おかゆ、ばなな５ほん、りんご４
つ、もっともっとたべます。

ものぐさトミー
ペーン・デュボア 文・絵　松岡享子 訳　
岩波書店 978-4-00-115129-9

　絵本と幼年文学の中間に位置するよう
な本。挿絵が多く文章が少ないので、一
人読みの最初の１冊にお薦め。登場人物
のせりふが吹き出しで書かれている箇所
は、文章を読みとることに慣れていない
子供にはわかりやすい。

　まあちゃんは、畑にエンドウ豆の種を
埋めるとき、舐めていたメロン味のアメ
を一緒に埋めてしまう。土の中でエンド
ウ豆はメロン味のアメをすっかり舐め、
大きく育つ。まあちゃんが収穫したエン
ドウ豆は、アメのように緑色でメロン味
がした。

　まあちゃんは、はたけにたねをうめ
るとき、メロンあじのあめ玉

だま

も、うめ
てしまいました。あめ玉

だま

は土
つち

の中
なか

でど
うなるかな？

みどりいろのたね
たかどのほうこ 作　太田大八 絵　
福音館書店 978-4-8340-0767-1
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ともだち ともだち

と
も
だ
ち

　挿絵の雰囲気や登場人物のせりふがか
わいらしい。主人公の一人称で物語が展
開し、主人公の内面の葛藤も多く描かれ
ているため、物語を読むことに少し慣れ
た子供向け。中学年くらいの子供にも薦
めたい。

　ゆらのお母さんは、よくおまじないを
使う。ゆらの影響で、クラスでもおまじ
ないが流行し始めるが、おまじないを信
じない男の子と勝負して、ゆらは負けて
しまう。そこでゆらが、男の子に「オッ
コチテシマエソワカー！」というおまじ
ないをかけると、男の子は登り棒から落
ちてしまう。

　ゆらちゃんのおかあさんは、ちょっ
とすごい。だって「おまじない」がつ
かえるのです！

おまじないつかい
なかがわちひろ 作　
理論社 978-4-652-00911-6

　４章だてで、子供たちとおばあちゃん
の交流と別れが描かれる。このような深
みのある物語も、子供たちに味わっても
らいたい。

　寒い冬、仲良しのモグラとトガリネズ
ミとハツカネズミは、ハタネズミのおば
あちゃんの誕生日に、パッチワークで
作ったふとんをプレゼントした。一人暮
らしのおばあちゃんは、３匹にいろいろ
な話をしてくれた。春のある日、おばあ
ちゃんはプレゼントのふとんをかけたま
ま亡くなる。

　もぐらたちは、はたねずみのおばあ
ちゃんが大

だい

すきです。おばあちゃん
は、すてきなおはなしをしてくれるの
です。

おばあちゃんの 
すてきなおくりもの
カーラ・スティーブンズ さく　
掛川恭子 やく　イブ・ライス え　
のら書店 978-4-931129-36-8
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　学校の日常生活の中で突然起こった信
じられない事件に、読者は惹きつけら 
れ、どんどん読み進めていくことができ
る。人懐こい恐竜と子供たち、先生をは
じめとする周囲の大人たちのやりとりが
楽しい。

　小学校の校庭に恐竜が現れて、子供た
ちも先生もびっくり。恐竜は教室に入っ
てきて机によりかかり眠ってしまう。給
食の時間になり、皆が食堂に行くと、恐
竜もついて来て、たくさんのキャベツを
たいらげる。恐竜をどうするか。学校は
博物館や動物園の人、消防隊を呼ぶのだ
が。

　トムがきょうしつのまどから、そと
をながめると、どうぶつが見

み

えまし 
た。きょうりゅうです。しんじられま
せん。

きょうりゅうが
学
が っ こ う

校にやってきた
アン・フォーサイス 作　熊谷鉱司 訳
むかいながまさ 絵
金の星社 978-4-323-00942-1

　「どうして？」とたくさん質問するウー
フを、子供は自分に置き換えて読むこと
ができる。短い物語が九つ入っているの
で、朝読書や休み時間の読書に１話ずつ
読むこともお薦め。

　ウーフは、遊ぶことと食べること、色々
なことを考えるのが大好きなクマの子。
ある日、川の中で気持ち良さそうに泳ぐ
メダカを見て、とてもうらやましく思 
う。そのとき、川の中からフナが顔をつ
き出した。ウーフが魚になれる方法を尋
ねると、フナは辛い修行が必要だと言 
う。

　くまのウーフは、しりたがりや。川
かわ

の中
なか

をおよぐフナに、どうしたらさか
なになれる？とききました。

くまの子
こ

ウーフ
神沢利子 作　井上洋介 絵　
ポプラ社 978-4-591-06947-9
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ともだち ともだち

と
も
だ
ち

　子供たちにも身近な野球の物語。練習
では良いところ無しの主人公が試合で大
活躍するストーリーは、爽快感を味わえ
る。文字も大きく読みやすい。

　リトル・リーグの中で一番背が低いハ
ロルドは、守備でも打撃でも活躍でき 
ず、いつもベンチで仲間の練習を見てい
た。ところがシーズン最後の試合の日。
９回裏、ツー・アウト満塁という絶好の
場面で、ハロルドが打席に立つことにな
る。

　９かいうら、ツー・アウトまんるい。
だいだがつげられました。ベンチにす
わっていた、一

いち

ばん小
ちい

さいハロルドの
出
で

ばんです。

ちびっこ大
だ い

せんしゅ
シド・ホフ ぶんとえ　光吉夏弥 やく　
大日本図書 978-4-477-02081-5

　ユーモアのある文章で、オリバーが自
分にできることを探していく様子が描か
れている。サーカス団に入ったオリバー
と、仲良しの子供たちとの最後のやりと
りが印象的。全ページに大きなカラーの
挿絵があり、親しみやすい。

　サーカス団に入るため、ゾウのオリ
バーは仲間と海を渡ってきた。しかし、
オリバーだけが入ることができない。オ
リバーは動物園に行ったり、ペットの犬
になろうとしたり、滑り台の代わりもす
るが、夢はサーカス団に入ること。子供
たちにダンスを披露すると、たくさんの
見物人がやって来る。

　オリバーは、サーカスだんに入
はい

れま
せん。どうしよう。どうぶつえんにいっ
たり、ペットになろうとしたり、いろ
いろためします。

ぞうのオリバー
シド・ホフ 作　三原泉 訳  
偕成社 978-4-03-313540-3
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　子供たちに人気のある電車が主人公。
自動車が普及し始めた頃の時代背景は理
解できなくても、楽しんで読める。役割
が変わって再び人気者となった「べんけ
い」と「うしわか」のわくわくした気持
ちを共有できる。

　「べんけい」と「うしわか」は小さな
町の路面電車。やがて町の道路にはたく
さんの自動車が走るようになり、路面電
車を利用する人は少なくなる。２両はと
うとう路面電車としての役目を終えるこ
とになるが、図書館として生まれ変わり、
再び子供たちの人気者となる。

　「べんけい」と「うしわか」は、な
かよしのでんしゃ。まい日

にち

たくさんの
おきゃくさんをのせて、ごきげんでは
しります。

ふたごのでんしゃ
渡辺茂男 作　堀内誠一 絵　
あかね書房 978-4-251-00645-5

　子供にとって身近な場所であるプール
を取り上げ、そこで子供が「こうなると
いいな」という希望が見事に描かれてい
る。文字が大きく読みやすい。緑と黒の
２色で描かれた挿絵も力強く、親しみや
すい。

　プールの授業が嫌いなたっくんが、池
のそばで「かえるになりたいなあ。」と
言うと、近くにカエルの学校が現れる。
カエルの学校では、「どれみふぁけろけ
ろ」と上手に歌う方法や上手に泳ぐ方法
を教わるが、ヘビがやって来てカエルた
ちは池の中に消えてしまう。

　くさむらで、かえるたちが出
しゅっ

せきを
とっていました。たっくんの名

な

まえも
よばれます。かえるの学

がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

です。

どれみふぁけろけろ
東君平 作・絵　
あかね書房 978-4-251-00684-4
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と
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だ
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　女の子のグエンドリンの活躍で、大男
が村人たちと友達になれる、昔話のよう
な物語。少し長い話だが、優しい大男、
悪い魔法使い、賢い子供と登場人物の性
格がはっきりと描かれ、内容は理解しや
すい。

　昔、高い山のお城に心の優しい大男が
住んでいた。友達が欲しくて谷間の村に
出かけるが、村人は家の中に閉じこもっ
てしまう。村に住む魔法使いは、大男が
多くの食糧を欲しがっていると嘘を言
い、村人をますます怖がらせ、集まった
食糧を自分のものにしてしまう。

　大
おお

おとこは、人
にん

げんたちと、ともだ
ちになりたくて、村

むら

にいきました。で
も、みんなこわがって、かくれてしま
います。

やさしい大
お お

おとこ
ルイス・スロボドキン 作・絵　
こみやゆう 訳　
徳間書店 978-4-19-863627-2

　五つの短い物語が収録されている本。
仲良しのかえるくんとがまくんのやりと
りが温かく、またユーモラスに綴られて
いる。色調を抑えたかわいらしい挿絵が
随所に描かれ、子供が物語の内容を理解
するのを助ける。

　４月、かえるくんは、がまくんの家に
春が来たことを知らせに行く。寝ていた
がまくんは、５月に来るようにと言うと、
また寝てしまう。かえるくんは、昨年の
11月のままのがまくんのカレンダーを
４月まで破り始める。５月になったカレ
ンダーを見せると、がまくんは起き、二
人は外へ出て行く。

　はるがきました。かえるくんは、が
まくんを一

いっ

生
しょう

けんめいおこしますが、
おきてくれません。そこで、いいこと
をおもいつきます。

ふたりはともだち
アーノルド・ローベル 作　三木卓 訳　
文化出版局 978-4-579-40247-2



図書館からのコメント 図書館からのコメント

あらすじ あらすじ

ともだち ともだち

と
も
だ
ち

12

　言葉遣いがやや古い箇所もあるが、こ
こに描かれた子供たちの遊びの本質は、
今も変わらない。外国の子供の日常生活
の話だが、子供同士の会話を中心に話が
進むので、読者の子供たちも遊びの様子
を理解しやすい。

　ある日、キャシーがロージーの家を訪
ねると、ロージーは歌手のアリンダにな
りきっていた。キャシーもチャチャルー
という踊り子になりきって、二人で母親
のドレスやハイヒールを身に着ける。二
人は裏庭に友達を招いてショーを行う。

　キャシーはロージーのいえのドア
を、３かいたたきました。３かいたた
くと、ロージーがひみつをおしえてく
れるのです。

ロージーちゃんのひみつ
モーリス＝センダック さく・え　
なかむらたえこ やく　
偕成社 978-4-03-431080-9

　帽子の色によって名前が変わるという
設定が面白い。一人読みを始めて少し
経った子供にお薦め。温かみのある挿絵
も著者によるもの。

　赤い帽子をかぶると働き者の「るん」。
青い帽子をかぶると、働き者の「るん」
を励ます「ぷん」。ふたごの雪だるまは、
かぶる帽子の色で、毎日名前と役割りを
変えていた。ある朝、二人は青い帽子の
取り合いをして、帽子を真っ二つに破っ
てしまう。

　ふたごのゆきだるまのるんとぷん。
「るん」が赤

あか

いぼうし、「ぷん」が青
あお

い
ぼうしをかぶります。このぼうしには、
ひみつがあるのです。

ゆきだるまのるんとぷん
たかどのほうこ 作・絵　
偕成社 978-4-03-460270-6
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　体の色や模様を変えながら、逃げてい
くワッグルズと、それを追いかけ回す犬
捕りの姿がユーモラスに展開する。追い
かけっこの展開にわくわくしながら読め
る。

　ノラ犬のワッグルズは、物をくわえる
ことが大好きな白い子犬。ある日、デ
パートの売り場に落ちていた帽子をくわ
えて、犬捕りに追いかけられる。ワッグ
ルズは、石炭の中に飛び込んで黒い犬に
なったり、尻尾だけペンキにつけて白く
したり、次々に体の色を変えて逃げてい
く。

　白
しろ

い子
こ

犬
いぬ

のワッグルズは、デパート
で、おちていたぼうしをくわえます。
すると、「どろぼう！」とどなりごえ。
おどろいてにげだします。

しろいいぬ?くろいいぬ?
マリオン・ベルデン・クック ぶん　
光吉夏弥 やく　池田龍雄 え　
大日本図書 978-4-477-02549-0

　子供とウズラの触れ合いの日々が、 
「ぼく」という一人称により語られる。
動物と人間の距離感、動物の生き様が感
傷的ではなく淡々と書かれており、ウズ
ラの生命力を伝える。赤一色の挿絵が印
象的。

　ぼくは幼稚園からウズラをもらい、う
ずら野うーちゃんと名付けて世話をす
る。うーちゃんは庭に出ると、忙しそう
に歩き回り、夢中で砂浴びをする。ぼく
はうーちゃんが産んだ卵を目玉焼きにし
て食べた。ある日、変な音に振り返る 
と、うーちゃんはネコと戦って、倒れて
いた。

　ぼくのペットのうずらのなまえは、
うずら野

の

うーちゃん。うーちゃんは、
外
そと

に出
で

るのが大
だい

すきです。バタバタと
とんでいきます。

うずらのうーちゃんの話
はなし

かつやかおり 作　
福音館書店 978-4-8340-2622-1
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　七つの短編が収録されている本。１話
完結なので、一つの物語を読めば、子供
たちは読んだという達成感を味わえる。
どの物語も動物や子供などが主人公で親
しみやすい。

　フクロウのホーホのおじいちゃんは、
眼鏡をかけて毎日世界中を見ている。森
の動物たちはおじいちゃんに、いろいろ
なことを聞きに来る。ホーホは眼鏡をか
ければ何でもわかるようになると思い、
おじいちゃんが落とした眼鏡をかけて、
動物たちの質問を聞くが、さっぱりわか
らない。

　ふくろうのホーホのおじいちゃん
は、いろいろしっています。めがねを
かけているからかな？ホーホもそのめ
がねをかけてみます。

小
ち い

さな小
ち い

さな
七
な な

つのおはなし
リリアン・ムーア 作　
福本友美子 訳　髙桑幸次 絵  　
日本標準 978-4-8208-0541-0

　工場の毛糸を全部使って、スズメたち
の靴下を作ってしまったため、人間の靴
下が作れなくなり困ってしまうアンガ
ス。それを知って、靴下を返しに来るス
ズメたち。仲間を思う気持ちに心が温ま
る物語。

　アンガスのうちでは、靴下工場を経営
しているが、靴下はさっぱり売れない。
ある冬の朝、アンガスは、足が冷たくて
震えている仲良しのスズメ、ブルース 
に、工場の機械で靴下を作ってあげる。
ブルースの靴下を見たスズメたちは、
次々にアンガスのところに飛び込んで 
来る。

　アンガスはすずめたちに、ちっちゃ
なくつ下

した

をつくります。すずめがみん
な赤

あか

いくつ下
した

をはいているので、町
まち

の
人
ひと

たちはふしぎがります。

すずめのくつした
ジョージ・セルデン ぶん　光吉郁子 やく　
ピーター・リップマン え　
大日本図書 978-4-477-02079-2
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　物語の冒頭でネズミとライオンに魔法
がかけられる。そのことを知って、読者
は読み進めていくので、２匹と出会った
人間たちの反応と、２匹の不思議がる様
子を楽しみながら読むことができる。

　人間の世界を見に行きたいネズミとラ
イオンが、それぞれ町を探しに出かけ 
た。通りかかった妖精は、人間の目にネ
ズミがライオンより大きく、ライオンが
ネズミより小さく映るよう魔法をかけ
る。するとネズミは人間に怖がられ、ラ
イオンはかわいがられる。２匹は人間の
反応を不思議がる。

　ようせいがまほうをかけます。ねず
みがライオンより大

おお

きく見
み

えて、ライ
オンがねずみより小

ちい

さく見
み

えるよう
に。

でっかいねずみと 
ちっちゃなライオン
イブ・タイタス ぶん　光吉夏弥 やく　
レオナード・ワイズガード え　
大日本図書 978-4-477-02550-6

　いたずらから始まるピンチ、そして安
堵する結末と、起承転結がはっきりした
子ネコの物語。読者の子供はチョビとと
もに、一つの冒険をした気持ちを持つこ
とができる。

　黒ネコのメメの子供は、男の子のサ 
ビ、トビ、女の子のチョビの３匹。チョ
ビは一番のいたずらっ子だ。ある日チョ
ビは、飼い主の奥さんのよそ行きの服を
泥で汚して怒られ、外へ逃げ出した。

　子
こ

ネコのチョビは、おくさんの大
だい

じ
なふくをよごしてしまいます。おこら
れたチョビは、ふんっと、いえからと
びだしました。

ちびねこチョビ
角野栄子 作　垂石眞子 絵　
あかね書房 978-4-251-00721-6
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　子供たちの大好きななぞなぞを、登場
人物とともに答えを考えながら読んでい
くことができる。女の子の機転の利かせ
方が爽快。考える楽しさ、言葉の楽しさ
を味わうことのできる物語。

　なぞなぞの大好きな女の子は、なぞな
ぞ遊びを一緒にする人を探しに森に出か
ける。そこで出会ったのは、お昼ご飯を
探していたオオカミ。女の子はオオカミ
にもなぞなぞを出し、答えを考えさせ 
る。

　森
もり

の中
なか

で、オオカミと出
で

あった女
おんな

の
子
こ

。女
おんな

の子
こ

は、大
だい

すきななぞなぞで、
オオカミとしょうぶするよ。

なぞなぞのすきな女
おんな

の子
こ

松岡享子 さく　大社玲子 え　
学研プラス 978-4-05-104612-5

　泥んこと間違えてセメントに入り、出
られなくなってしまう子ブタにはらはら
する。文字が少なく、絵がコマのように
展開するので、あらすじがつかみやすく
読みやすい。

　子ブタが何よりも好きなのは、柔らか
い泥の中に沈んでいくこと。ところがあ
る朝、お百姓のおばさんがブタ小屋を大
掃除してしまう。大好きな泥んこが無く
なり、怒った子ブタは家を逃げ出し、大
きな町までやって来て、セメントの中に
飛び込んでしまう。

　こぶたは、やわらかいどろの中
なか

に入
はい

るのが大
だい

すき。やっと見
み

つけてとびこ
んだどろんこは、じつはセメントでし
た。

どろんここぶた
アーノルド・ローベル 作　岸田衿子 訳　
文化出版局 978-4-579-40243-4
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　お菓子の箱のお城、文房具の家来な 
ど、子供の身の回りのものが擬人化され、
いきいきと活躍する様子が面白い。クッ
キーの王様の視点で、楽しく家の中を冒
険した気分を味わえる。温かな雰囲気の
挿絵も物語にぴったり。

　りさちゃんが作ったクッキーの王様
は、とてもいばりんぼ。早速、定規とハ
サミとセロテープを家来にして、お城を
作る。その後も、部屋の中を探検したり、
ネコと闘ったり、大冒険をする。最後に
クッキーのお姫様を作ってもらい、めで
たく結婚する。

　りさちゃんはクッキーをやきまし
た。オーブンのふたをあけると、「あ 
ち、あち、あちち！」と、クッキーの
おうさまがとび出

だ

しました。

クッキーのおうさま
竹下文子 作　いちかわなつこ 絵　
あかね書房 978-4-251-04019-0

　内気な主人公の内面が、上手に描かれ
ている。子供は、等身大の学校での生活
の様子を主人公の身になって読んでいく
ことができる。最後の主人公の閃きに、
心の中で拍手を送ることができる。

　恥ずかしがりやのメアリー・ジョーは、
クラスのみんなの前で、自分の宝物のお
話をすることができない。買ってもらっ
た雨傘のことも、つかまえたバッタのこ
とも、話そうと思っても話すことができ
ない。ある夜、父さんと話をしている 
と、素晴らしい考えが閃く。

　メアリー・ジョーは、はずかしがり
や。みんなのまえで、じぶんのたから
もののはなしを、なかなかすることが
できません。

あのね、わたしの 
たからものはね
ジャニス＝メイ＝ユードリイ 作
エリノア＝ミル 絵　かわいともこ 訳　
偕成社 978-4-03-431070-0
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　短い物語が四つ収録されている。どの
話からも、くまくんが、お母さんを信頼
して甘えている様子が感じられる。お母
さんがくまくんに向ける視線が優しい。

　雪が降る寒い日。くまくんはお母さん
に、着るものが欲しいとねだる。お母さ
んは、帽子やオーバー、ズボンをこしら
えてくれる。それでもくまくんは寒く、
毛皮のマントが欲しいと言うと、お母さ
んは着ていたものをみんな脱がせる。一
番暖かかったのは、自分の毛皮のマント
だった。

　ゆきがふっています。くまくんは、
オーバーもズボンもきました。そし 
て、けがわのマントがほしい、とおか
あさんにいいますが…。

こぐまのくまくん
E・H・ミナリック ぶん　モーリス・センダック え
まつおかきょうこ やく
福音館書店 978-4-8340-0344-4

　子ウサギたちの文字を覚える喜びと、
文字を教える子ウサギのお母さんの優し
さいっぱいの物語。一文字を覚えるとこ
ろから始まり、最後に手紙を出せるよう
になる主人公の姿に、子供たちも共感で
きるだろう。

　お母さんから字を習った子ウサギは、
「き」という字を子ギツネに教える。そ
の夜、子ギツネが子ウサギの家を訪れ、

「き」の字の手本を無くしたと言う。お
母さんは、二人に「き」と「つ」と「ね」
を教える。三人で外に出ると、空は満月。
子ウサギと子ギツネは、空に向かって 

「つき」と書く。

　字
じ

をおぼえたこうさぎは、うれしく
てたまりません。空

そら

にむかって「つ 
き」とかくと、ぴょんとはねました。

こうさぎのあいうえお
森山京 作　大社玲子 絵　
小峰書店 978-4-338-24501-2
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　小さくて甘えん坊のレーズンと、子ブ
タを見守るマノーとの生活が、愉快に、
また、温かく描かれる。続編として『こ
ぶたのレーズンとおともだち』もあり、
続けて読んで楽しむことができる。

　カボチャの家に住んでいるマノーのと
ころに、小さな子ブタが、おなかをすか
せてやって来る。レーズンのように小さ
な子ブタに、マノーは「レーズン」と名
付け、一緒に住むことにする。喜んだ 
レーズンは、暖かい暖炉に入って眠り始
める。

　こびとのマノーのかぼちゃのいえ
を、だれかがたべはじめました。そと
に出

で

てみると、小
ちい

さなこぶたがいまし
た。

こぶたのレーズン
バーリント・アーグネシュ さく　
ブローディ・ベラ え　うちかわかずみ やく
偕成社 978-4-03-431610-8

　ピクルスとその家族を中心とした、心
温まる四つの短編が収録されている。１
話完結なので、子供は一つの話を読むこ
とで、物語を読み通した満足感を得るこ
とができる。落ち着いた色調の挿絵も良
い。

　子ブタのピクルスは、大きな声でカバ
ンの中を点検し、学校へ出かける。ス 
キップをしながら行くと、牛の牛乳屋と
会う。配達を忘れた家があると聞き、届
けてあげることに。その後出会ったパン
屋も新聞屋も配達を忘れた家があり、こ
れらの配達も引き受ける。

　あさ、ピクルスは、ぎゅうにゅうや
さんのおてつだいをします。パンやさ
ん、しんぶんやさんのおてつだいもし
ます。学

がっ

校
こう

にまにあうかな？

こぶたのピクルス
小風さち 文　夏目ちさ 絵　
福音館書店 978-4-8340-8149-7
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　女の子が持つ人形のネズミが入ってい
る家の描写から物語が始まり、どんな展
開になるのかとわくわくして読み進めて
いく。温かい雰囲気の挿絵が親しみやす
い。子供はボニーに感情移入して、大き
な冒険をした気持ちを味わえる。

　地下室の植木鉢に、ネズミの一家が住
んでいた。鉢の中は満員で、一番小さい
ボニーは押し出されてしまう。眠る場所
を探すボニーは、人形のネズミが入って
いる家を見つけ、その中で眠る。翌朝、
女の子に見つかりそうになったボニー
が、地下室に戻ると、そこには、昨晩眠っ
た家があった。

　うえきばちのいえからおしだされて
しまった、子

こ

ねずみのボニー。ねるば
しょをさがし、かいだんをのぼると、
きらきらとひかりが見

み

えました。

ねずみの家
い え

ルーマー・ゴッデン さく　
おびかゆうこ やく　たかおゆうこ え　
徳間書店 978-4-19-861420-1

　なんでもふたつさんの何でも二つ揃え
ないと気が済まない癖は、お話の最後ま
で変わらず、その癖がめでたい結末に結
びつく。ユーモアたっぷりの物語。

　なんでもふたつさんは二つ揃えるのが
大好き。着るものも、食事も、家も、仕
事も何でも二つ。でも残念なことに、息
子と奥さんは一人ずつしかいない。ある
日、近所に、息子にそっくりの男の子が
お母さんと二人で引っ越してくる。

　なんでもふたつさんは、あさごはん
も、ひるごはんも、ばんごはんも二

ふ た り

人
ぶん。なんでも二

ふた

つでないと、きに入
い

りません。

なんでもふたつさん
M・S・クラッチ ぶん　光吉夏弥 やく
K・ビーゼ え　
大日本図書　 978-4-477-02084-6
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　お母さんは、娘の目から見れば世界一
の美人。お母さんが大好きという娘の感
情が伝わってくる。

　ワーリャは麦畑でいつの間にか眠って
しまい、お母さんとはぐれてしまう。迷
子のワーリャに、村の人たちがお母さん
の名前を聞くと、ワーリャは泣きじゃく
りながら「わたしのおかあさんは、世界
一びじん！」と答える。その言葉を聞い
た村長さんは、村中から、美人の母親を
呼び集める。

　まい子
ご

のワーリャは、おかあさんの
名
な

まえをきかれ、なきじゃくりながら
こたえました。「わたしのおかあさん
は、世

せ

界
かい

一
いち

びじん！」

わたしのおかあさんは
世

せ

界
か い

一
い ち

びじん
ベッキー・ライアー ぶん　光吉郁子 やく
ルース・ガネット え
大日本図書 978-4-477-02087-7

　おばけは怖くないと言うリュウに、お
ばけをプレゼントすると言うお母さん。
このやりとりが楽しく、何回か繰り返さ
れていくので、読者はどのようになるの
か、という気持ちが高まっていく。

　リュウは、夜一人でトイレへ行くこと
ができないのに、おばけは怖くない、と
勇ましいことを言っている。そんなリュ
ウにお母さんは、誕生日におばけをプレ
ゼントすると言う。だんだん心配になる
リュウ。誕生日の日、お父さんが大きな
包みを持って家に帰ってくる。

　もうすぐたんじょう日
び

なのに、リュ
ウはしんぱいです。おかあさんからの
プレゼントは、おばけだというのです。

プレゼントはお・ば・け
西内ミナミ 作　西川おさむ 絵　
フレーベル館 978-4-577-03834-5
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　見返しのカラーの島の地図とたくさん
の挿絵が、子供の冒険心を掻き立てる。
エルマーがどうぶつ島に出発するまでの
導入が長いので、子供にはこの部分を上
手に紹介したい。

　「１のまき」から「７のまき」まで章
だてになっており、１章ずつ読むたび 
に、読んだという達成感が高まってい 
く。元気な主人公に心を寄せて楽しむこ
とができる。

　青い目の元気な子ネコが、ネズミの国
を探しに出かけるが、小さなハエやべと
べとのアブラムシしか見つからない。黄
色い目のネコたちと出会うが、青い目な
んておかしいと仲間に入れてくれない。
でも子ネコは元気よく旅を続ける。

　エルマーはこっそり飼っていたネコか
らリュウの子が捕えられているどうぶつ
島の話を聞く。リュウの子を助けよう 
と、エルマーはリュックを背負って船に
しのびこみ、どうぶつ島に向かう。

　エルマーは、リュックにたくさん
のたべものとどうぐをつめこみます。
リュウをたすけに、どうぶつじまへ
しゅっぱつです。

　あおい目
め

の子
こ

ねこは、ねずみのくに
をさがしに、げんきに出

で

かけます。み
ずうみで出

で

あったさかなに、ねずみの
くにのばしょをききますが…。

あおい目
め

のこねこ
エゴン・マチーセン さく・え　
せたていじ やく
福音館書店 978-4-8340-0040-5

エルマーのぼうけん
ルース・スタイルス・ガネット さく
ルース・クリスマン・ガネット え
わたなべしげお やく
福音館書店 978-4-8340-0013-9
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　保育園が舞台だが、ページ数が多く、
内容も読みごたえがある。ひらがなで書
かれており、挿絵も白黒を基調としたシ
ンプルな絵なので、読書に苦手意識のあ
る少し年齢の高い子供にも薦められる。

　おばあさんがチョウの模様を編み始め
たところから、物語が一気に動き出し、
読者の期待が高まっていく。空を飛んで
みたいと夢を抱く子供たちを十分楽しま
せてくれるだろう。

　編み物が大好きなおばあさんが毛糸を
編んでいると、窓から美しい模様のチョ
ウが入ってきた。そこで、このチョウの
模様を編むことに。編み続けていくと、
編み物はふわふわと浮き上がる。おばあ
さんは、この編み方で毛糸の飛行機を編
み、空を飛ぼうと思いつく。

　さとしとあきらは、昼寝の時間にけん
かをして、罰として押入れに閉じ込めら
れる。暗い押入れで仲直りした二人は、
いつの間にか不思議な世界に迷い込む。
そこでは「ねずみばあさん」が、二人を
ネズミに変えようと追いかけてきた。さ
としとあきらは力を合わせ、追手から逃
げる。

　さくらほいくえんのこわいもの、そ
れは「おしいれ」と「ねずみばあさん」
です。

　おばあさんが、けいとでチョウのは
ねのもようをあむと、ぴくんとあみも
のがうごきました。おばあさんはいい
ことをおもいつきます。

おばあさんのひこうき
佐藤さとる 作　村上勉 絵 
小峰書店 978-4-338-01804-3

おしいれのぼうけん
ふるたたるひ、たばたせいいち さく
童心社 978-4-494-00606-9
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きえた犬
い ぬ

のえ
マージョリー・W・シャーマット ぶん
マーク・シーモント え　光吉夏弥 やく　
大日本図書 978-4-477-02694-7

　めいたんていのネートは、アニーの
たいせつなえをさがします。へやの
中
なか

、にわ、ともだちのいえ、どこにも
ありません。

　ネートのところに、アニーから電話が
かかってきた。愛犬のファングを描いた
絵が無くなってしまったので、見つけて
欲しいと言う。ネートはアニーの家に駆
けつけ、絵を探すが見つからない。庭や
友達の家も探すが見つからない。最後に
アニーの弟ハリーに会い、ついに絵を見
つける。

　登場人物の挿絵が親しみやすい。また、
挿絵の色使いが謎解きの助けになる。長
年にわたって刊行されている「ぼくはめ
いたんてい」シリーズの１冊。１冊読み
終わると、同シリーズの別の事件の本も
手に取ってみたくなる。

　恥ずかしがりやのおばけが泥棒をやっ
つける楽しい物語。ジョージーと動物た
ちの連携プレーも見どころ。文字は小さ
いが、文章はわかりやすく、低学年の子
供にも薦めたい。

　ホイッティカーさん夫妻の家に住むお
ばけのジョージーは、とても恥ずかしが
りや。人を驚かすことなんてできない。
夫妻が留守の夜、二人組の泥棒がやって
来て、家具を盗んでいく。ジョージーは、
ネコのハーマンやフクロウのオリバーと
ともに、泥棒たちを追いかける。

　ジョージーのすむいえに、どろぼう
が入

はい

ってきました。なんとかしなきゃ。
小
ちい

さくてはずかしがりやでも、ジョー
ジーはおばけです。

おばけのジョージー 
おおてがら
ロバート・ブライト 作・絵
なかがわちひろ 訳
徳間書店 978-4-19-861804-9
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　１話の中で、同じパターンが繰り返さ
れる、子供が喜ぶタイプの物語。次々に
出てくるチューブとは何か、推理しなが
ら読むのも楽しい。活字は小さめだが、
余白が十分にとってある。温かで優しい
タッチの挿絵は、子供が手に取りやすい。

　たんたが新聞を取ろうと郵便受けをの
ぞくと、謎のチューブが入っていた。虫
眼鏡で調べると、それはウサギのギック
の歯磨き粉だった。ギックが歯磨き粉を
置いたはずの場所には、また別のチュー
ブが。二人は不思議な出来事の調査を始
める。

　あやとりのひもによって、日常から想
像の世界へと進んでいく物語。見開きご
とに、登場人物等が話すせりふが吹き出
しで書かれており、ストーリーとせりふ
の楽しさを同時に味わうことができる。

　一年生のけいこは、お母さんにくさり
あみの作り方を教えてもらい、赤い糸で
編んでいく。長く長く編み、ひもは庭の
端まで届く。両端を結んであやとりのひ
もにすると、あやとりは大きな四段梯子
となり、けいこを乗せてふわりと空に浮
かぶ。

　けいこは赤
あか

いけいとでひもをあみま
した。ひもはどんどんのびて、にわの
はしまでとどきます。このひもで、何

なに

してあそぶ？

　たんたのうちのゆうびんうけに入
はい

っ
ていたのは、しんぶんではなく、あや
しいチューブ。むしめがねを出

だ

して、
そうさをはじめます。

たんたのたんてい
中川李枝子 さく　山脇百合子 え
学研プラス 978-4-05-104615-6

そらをとんだ 
けいこのあやとり
やまわきゆりこ さく・え　
福音館書店 978-4-8340-0322-2
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　いくつもの事件が次々に繰り広げられ
るストーリー展開で、どんどん読み進め
ていくことができる。ちょっぴりとぼけ
たような挿絵が親しみやすい。

　ふらいぱんじいさんは、いつも子供た
ちに卵を焼いている。ある日、新しい鍋
が買われてきたため、じいさんは卵を焼
かせてもらえなくなる。じいさんは広い
世の中に出て、何かやってみようと考 
え、旅に出る。

　年上の子供たちの中で、奮闘するなほ
ちゃんの姿、また、自炊、キャンプファ
イヤー、怖い話など、子供たちの楽しい
キャンプの様子が微笑ましく描かれてい
る。短い文で絵がたっぷりあるので、一
人読みの最初の一冊としてお薦め。

　なほちゃんは、ともこおばさんの家に
遊びに行く。おばさんの家には大きい子
たちも来ていて、明後日キャンプに行く
と言う。なほちゃんも一緒に行きたがる
が、大きい子たちはダメだと言う。なほ
ちゃんが、夜一人で暗い外におしっこに
行けると言うと、連れて行ってもらえる
ことになる。

　ふらいぱんじいさんは、たびに出
で

ま
した。どんどんいくと、ひろいうみに
きました。じいさんはうれしくて、う
みにとびこみます。

ふらいぱんじいさん
神沢利子 作　堀内誠一 絵
あかね書房 978-4-251-00635-6

　あさってはキャンプです。なほちゃ
んは「いく！」といいました。大

おお

きい
子
こ

にだめといわれても、なほちゃんは
あきらめません。

はじめてのキャンプ
林明子 さく・え
福音館書店 978-4-8340-0972-9
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　スージーがどうなるかドキドキしなが
ら読み進めると、最後は元の自分の家に
戻れてホッとする。文字が大きく、余白
がたっぷりとられており、一人読みを始
めたばかりの子供も手に取りやすい。

　突然体がぺちゃんこになってしまうと
いう奇想天外なストーリー。ぺちゃんこ
な体がいかに便利か、登場人物たちが 
皆、肯定的にとらえているのが面白い。

　スタンレーは、ある朝突然、厚さ1.3
センチになってしまう。最初は戸惑った
が、ぺちゃんこだとドアの下をくぐった
り、くるくる巻かれてお父さんに運んで
もらうことができる。弟のアーサーは、
スタンレーがうらやましくて仕方がな
い。だが、他の人はスタンレーの姿をか
らかいだす。

　料理や掃除が大好きなリスのスージー
は、樫の木のてっぺんの居心地の良い家
で、静かに暮らしていた。ある日、暴
れん坊のアカリスの一団がやって来て、
スージーを家から追い出す。仕方なく空
き家の屋根裏部屋の人形の家で暮らし始
めたスージーだったが、樫の木の家が恋
しくてたまらない。

　スージーは木
き

のてっぺんのいえで、
どんぐりのプディングをつくります。
かぜにゆられてねむります。そこへ、
あかりすたちがやってきました。

　あるあさ、とつぜんぺちゃんこに
なってしまったスタンレー。びっくり
したけど、ぺらぺらのからだは、なか
なかべんりだ。

りすのスージー
ミリヤム・ヤング ぶん　光吉郁子 やく
アーノルド・ロベル え　
大日本図書 978-4-477-02082-2

ぺちゃんこスタンレー
ジェフ・ブラウン 文　トミー・ウンゲラー 絵
さくまゆみこ 訳　
あすなろ書房 978-4-7515-1884-7
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タイトルさくいん（50音順）

あおい目のこねこ 22

あのね、わたしのたからものはね 17

うずらのうーちゃんの話 13

エルマーのぼうけん 22

王さまのアイスクリーム 3

おおきなおおきなおいも 3

おしいれのぼうけん 23

おばあさんのひこうき 23

おばあちゃんのすてきなおくりもの 7

おばけのジョージーおおてがら 24

おまじないつかい 7

きえた犬のえ 24

きょうりゅうが学校にやってきた 8

クッキーのおうさま 17

くまの子ウーフ 8

けしつぶクッキー 4

こうさぎのあいうえお 18

こぐまのくまくん 18

こぶたのピクルス 19

こぶたのレーズン 19

しょうぼうしょは大いそがし 4

しろいいぬ ?くろいいぬ ? 13

すずめのくつした 14

ぞうのオリバー 9

ぞうのたまごのたまごやき 5

そらをとんだけいこのあやとり 25

たんたのたんてい 25

小さな小さな七つのおはなし 14

ちびっこ大せんしゅ 9

ちびねこチョビ 15

でっかいねずみとちっちゃなライオン 15

どれみふぁけろけろ 10

どろんここぶた 16

なぞなぞのすきな女の子 16

なんでもふたつさん 20

ねずみの家 20

はじめてのキャンプ 26

はらぺこプンタ 5

ふたごのでんしゃ 10

ふたりはともだち 11

ふらいぱんじいさん 26

プレゼントはお・ば・け 21

ぺちゃんこスタンレー 27

みどりいろのたね 6

ものぐさトミー 6

やさしい大おとこ 11

ゆきだるまのるんとぷん 12

りすのスージー 27

ロージーちゃんのひみつ 12

わたしのおかあさんは世界一びじん 21
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物語の読み聞かせを

　幼年文学は読み聞かせて楽しむことができます。
　ここには長い間読み継がれているお話や昔話など、読み聞かせで十分楽しめる
本を掲載しました。

タイトル 著者名等 出版社 ISBN
あたまをつかった
　小さなおばあさん

ホープ・ニューウェル 作
松岡享子 訳　山脇百合子 画

福音館書店 978-4-8340-0242-3

あるきだした小さな木 テルマ=ボルクマン 作
シルビー=セリグ 画　花輪莞爾 訳

偕成社 978-4-03-404140-6

こぎつねコンチ 中川李枝子 さく　山脇百合子 え のら書店 978-4-931129-32-0
おすのつぼにすんでいた
　おばあさん

ルーマー・ゴッデン 文
なかがわちひろ 訳・絵

徳間書店 978-4-19-861360-0

おそうじをおぼえたがらない
　リスのゲルランゲ

ジャンヌ・ロッシュ=マゾン さく
山口智子 やく　堀内誠一 え

福音館書店 978-4-8340-0399-4

ちいさいロッタちゃん アストリッド=リンドグレーン さく
イロン=ヴィークランド え　
山室静 やく

偕成社 978-4-03-532020-3

チム・ラビットのぼうけん アリソン・アトリー 作
石井桃子 訳　中川宗弥 画

童心社 978-4-494-01104-9

テディ・ロビンソンの
　たんじょう日

ジョーン・G・ロビンソン 作・絵
小宮由 訳

岩波書店 978-4-00-115653-9

番ねずみのヤカちゃん リチャード・ウィルバー さく
松岡享子 やく　大社玲子 え

福音館書店 978-4-8340-1099-2

はんぶんのおんどり ジャンヌ・ロッシュ=マゾン さく
やまぐちともこ やく
ほりうちせいいち え

瑞雲舎 978-4-916016-12-6

ミリー・モリー・マンデーの
　おはなし

ジョイス・L・ブリスリー さく
上條由美子 やく　菊池恭子 え

福音館書店 978-4-8340-0702-2

もりのへなそうる わたなべしげお さく
やまわきゆりこ え

福音館書店 978-4-8340-0298-0

子どもに語る日本の昔話
1～3

稲田和子，筒井悦子 著 こぐま社 978-4-7721-9019-0
978-4-7721-9021-3
978-4-7721-9022-0

エパミナンダス
（愛蔵版おはなしのろうそく１）

※第2巻以降も刊行中

東京子ども図書館編 東京子ども
図書館

978-4-88569-050-1
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